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　 2016 年に北朝鮮は，通算 4 度目，そして 5 度目の核実験を行った。さらにミサイ
ル発射については 2016 年だけで 20 回以上の実験をおこなった。国際社会の予想，対
応を超えたスピードで脅威は増大している。冷戦の終焉で韓国がソ連，中国と国交正
常化したため，北朝鮮のみが一方的に米国の核の脅威にさらされている状態を解消す
るために核ミサイルを保有しなければならない，というのが北朝鮮の主張だ。北朝鮮
は核弾頭の小型化，多様化に成功し，ミサイルについても多種多様なものがあると主
張しているが，まだ多くの課題があるものの北朝鮮の技術力を過小評価してはいけな
いだろう。
4．金正恩体制のイメージ
　金正恩体制は若い指導者が思いつきで政権運営を行い，核，ミサイルについても思
いつきで行っている，まさに「恐怖政治」，との印象が強いが，それは間違いである。
北朝鮮は，明確な目標を設定し，彼らなりの「合理性」でそうした目標を達成しよう
としている。人事面の動揺はあるものの，短期的に体制が崩壊することはない。崩壊
に期待する向きもあるが，すくなくとも崩壊を前提にしたり，崩壊を期待して北朝鮮
と向き合えば北朝鮮に無為に時間を与える結果となるだけである。
　日本としては，朝鮮半島の二つの政権の情勢を冷静に，客観的に分析し，アメリ
カ，中国を含めたより広範な枠組みの中で朝鮮半島に向き合う必要がある。朝鮮半島
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と如何に向き合うかは，今後の日本の東アジアでの，さらには世界での立ち位置を決
めることになるのだ。
（文責：星野　昌裕）
